
岩
手
県
立
高
田
高
等
学
校

国
語
科

学
習
指
導
案

実
施
日

平
成
十
八
年
十
月
三
一
日
（
火
）

実
施
ク
ラ
ス

普
通
科

二
年
三
組

指
導
者

阿
部

潔
司

科

目

名

古
典
（
古
文
）

指
導
領
域

読
む
こ
と
・
知
識
・
理
解

『

』

「

」

単

元

名

物
語
（
一
）

教
科
書
名
・
教
材
名

古
典
古
文
編

第
一
学
習
社

大
和
物
語

ア

読
む
こ
と
を
通
し
て
古
文
の
リ
ズ
ム
を
捉
え
る
と
共
に
正
確
に
本
文
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

指
導
事
項

イ

古
文
の
理
解
に
役
立
て
る
た
め
の
文
法
・
語
彙
の
知
識
を
身
に
付
け
る
。

（
１
）

歌
物
語
と
い
う
特
有
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を
通
し
て
散
文
・
韻
文
双
方
に
対
す
る
関
心
、
古
典
に
親
し
む

態
度
を
育
て
る

（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

。

単
元
の
目
標

（
２
）

登
場
人
物
の
心
情
の
変
化
を
散
文
・
韻
文
双
方
の
正
確
な
理
解
を
通
し
て
把
握
す
る

（
読
む
能
力
）

。

（
３
）

助
動
詞
を
中
心
に
文
法
に
関
す
る
知
識
を
深
め
理
解
に
役
立
て
る

（
知
識
・
理
解
）

。

（
１
）

表
現
に
即
し
て
、
主
人
公
の
人
間
像
や
心
情
を
読
み
味
わ
お
う
と
し
て
い
る

（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

。

評

価

の

観

点

（
２
）

他
の
生
徒
と
の
読
み
の
交
流
を
通
し
て
、
自
分
の
読
み
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る

（
関
心
・
意
欲
・

。

と

態
度
）

評
価
規
準

（
３
）

「
大
和
物
語

（
歌
物
語
）
の
主
人
公
の
人
間
像
や
心
理
、
情
景
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
即
し
て
読

」

み
味
わ
っ
て
い
る

（
読
む
能
力
）

。

（
４
）

文
中
の
助
動
詞
の
意
味
の
理
解
・
識
別
を
通
し
て
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る

（
知
識
・
理
解
）

。

こ
れ
ま
で
一
・
二
期
に
お
い
て
、
説
話
・
作
り
物
語
等
の
表
現
の
特
色
に
触
れ
て
き
た
。
特
に
作
り
物
語
に
お

年

間

指

導

計

い
て
は
、
一
期
で
「
源
氏
物
語
」
を
学
習
し
、
構
造
・
展
開
・
主
題
の
把
握
な
ど
内
容
を
理
解
し
、
人
間
の
心
理

画

に

お

け

る

に
対
す
る
考
え
を
深
め
た
。
こ
の
教
材
は
作
り
物
語
の
中
で
も
特
徴
の
あ
る
歌
物
語
で
あ
り
、
一
年
次
学
習
し
た

位
置
づ
け

伊
勢
物
語
と
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
る
。
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
の
違
い
や
助
動
詞
を
中
心
に
一
年
次
よ
り
丁
寧

に
文
法
事
項
を
理
解
し
な
が
ら
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
読
み
に
つ
な
げ
、
主
題
を
理
解
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

単

元

の

指

導

一
時
間
目
…
「
大
和
物
語
」
全
文
を
音
読
し
、
男
の
妻
・
男
の
心
の
変
化
と
い
っ
た
大
意
を
お
さ
え
る
。

計
画

二
時
間
目
…
「
大
和
物
語
」
音
読
後
、
語
句
の
意
味
の
説
明
・
助
動
詞
の
意
味
の
識
別
を
行
う

（
本
時
）

。

三
時
限
目
…
「
大
和
物
語
」
口
語
訳
を
し
、
準
拠
ワ
ー
ク
で
復
習
を
行
う
。

四
時
限
目
…
「
伊
勢
物
語
」
全
文
の
範
読
・
語
句
の
説
明
を
行
い
、
大
意
を
捉
え
る
。

五
時
限
目
…
「
伊
勢
物
語
」
和
歌
の
解
釈
・
助
動
詞
の
識
別
を
通
し
て
登
場
人
物
の
心
情
を
正
確
に
読
み
と
る
。

六
時
限
目
…
「
伊
勢
物
語
」
口
語
訳
を
し
、
準
拠
ワ
ー
ク
で
確
認
を
さ
せ
る
。

（
１
）

音
読
を
を
し
、
そ
の
後
、
語
句
説
明
を
通
し
て
、
古
語
の
意
味
を
理
解
す
る
。

本
時
の
目
標

（
２
）

和
歌
の
修
辞
法
を
理
解
す
る
。

（
３
）

助
動
詞
の
意
味
・
識
別
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
意
・
登
場
人
物
の
心
情
を
正
確
に
把
握
す
る
。

学

習

活

動

過
程

指
導
内
容

評
価
方
法

指

導

者

学

習

者

作
品
に
つ

（
１
）
範
読
を
し
な
が
ら
前
時
の

（
１
）
登
場
人
物
の
性
格
、
動
作

入

い
て
の
興
味

大
意
を
再
確
認
さ
せ
る
。

の
主
体
、
行
動
の
意
味
を

音
読
が
正
確
に
出
来
る
か
。

【

】

導

関
心
を
高
め

（
２
）
句
読
点
の
適
当
な
箇
所
で

確
認
す
る
。

観
察

。

（

）

。

る
。

区
切
り
追
い
読
み
さ
せ
る

２

区
切
り
に
番
号
を
付
け
る

画計

助
動
詞
の
正
確
な
理
解
を
通
し
て
登
場
人
物
の
心
情
を
正
確

に
把
握
す
る
。

導

板
書
を
ノ
ー
ト
に
正
確
か

１
語
句
説
明

（
１
）
語
句
を
説
明
す
る
。

（
１
）
板
書
を
ノ
ー
ト
に
写
す
。

つ

見

や

す

く

写

し

て

い

る

指

開

①
語
句
「
伯
母･

叔
母･

姥･

媼
」

か
。

」

【

】

２
和
歌
の
意

（
２
）
和
歌
の
修
辞
法
、
前
後
の

「
わ
ざ

「
由
」
の
意
味
を
把

観
察

習

味
を
把
握
す

散
文
と
の
関
わ
り
を
説
明

握
す
る
。

る
。

す
る
。

②
形
容
詞･

形
容
動
詞
「
心
憂

動
詞
の
語
句
説
明
の
際
に

学

（
３
）
助
動
詞
の
説
明
を
行
う
。

し

「

さ

が

な

し

「

お

ろ

か

動
作
の
主
体
を
把
握
で
き
て

」

」

。

【

】

①
教
科
書
「
文
法
の
要
点
」
を

な
り
」
の
意
味
を
把
握
す
る
。

い
る
か

発
言

観
察

の

展

３
助
動
詞
の

説
明
す
る
。

③

動

詞

「

わ

ぶ

「

慰

む

」

の

」

意
味
の
把
握

②

ｐ

３

９

（

９

行

目

「

な

り

意
味
を
把
握
す
る
。

）

時

・
識
別
を
行

ぬ

と
ｐ
４
０

３
行
目

（
２
）
和
歌
の
修
辞
法
を
理
解
す

助
動
詞
の
使
い
分
け
に
つ

。
」

（

）

う

「
つ
れ
」･

和
歌
中
「
つ
」
の

る

「
句
切
れ
」

い
て
理
解
で
き
て
い
る
か
。

。

【

】

本

使
い
分
け
の
意
図
を
考
え
さ

（
３
）
助
動
詞
の
持
つ
複
数
の
意

発
言

観
察

せ
る
。

味
を
文
脈
に
沿
っ
て
理
解
す

③

ｐ

３

９
（

１

０

行

目

「

す

る
。

音
読
が
意
味
の
ま
と
ま
り

）

な
る
」
の
伝
聞
の
意
図
を
考

に
従
っ
て
正
確
に
読
む
こ
と

４
後
半
部
の

え
さ
せ
る
。

（
４
）
文
法
説
明
を
思
い
出
し
な

が
出
来
て
い
る
か
。

【

】

内
容
を
再
確

（
４
）
後
半
部
を
一
斉
読
み
さ
せ

が
ら
再
確
認
す
る
。

発
言

観
察

認
す
る
。

文
脈
を
再
確
認
さ
せ
る
。

め

本
時
の
目

本
時
の
内
容
を
確
認
さ
せ
、
次

本
時
の
内
容
を
確
認
し
、
次
の

と

標
を
再
確
認

時
の
予
告
を
す
る
。

時
間
に
行
う
こ
と
を
理
解
す
る
。

ま

す
る
。



【

】

板
書
事
項

『
大
和
物
語

「
姨
捨
山
」

作
者
未
詳

』

〈
語
句

（
２
段
目
）

〉

☆
名
詞

①
・
お
ば
ー
姨
・
姥
・
伯
母
・
叔
母
＝
父
母
の
兄
弟

姥

＝
老
女

・
う
ば
ー
姥

＝
老
女

祖
母
＝
そ
ぼ

乳
母
＝
め
の
と

・
お
う
な
ー
媼
＝
老
女

②
わ
ざ
ー
業
・
態
・
技
＝
仕
事
、
技
、
仏
事
（
法
会
・
法
話
）

③
よ
し
ー
由
＝

由
緒
・
理
由
、
由
来

☆
形
容
詞
・
形
容
動
詞

①
心
憂
し
＝
辛
い
・
嫌
な
感
じ
だ
。

②
さ
が
な
し
＝
性
格
が
悪
い
。
意
地
悪
。

③
お
ろ
か
な
り
ー
疎
か
・
愚
か
＝
疎
遠
。
ば
か
だ
。

☆
動
詞

①
詫
ぶ
＝
失
望
・
落
胆
・
困
惑

「
〜
わ
ぶ
」
＝
〜
し
か
ね
る
。
〜
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
。

②
慰
む
＝
心
が
晴
れ
る

〈
修
辞
法

（
４
段
目
）

〉

句
切
れ
＝
和
歌
の
修
辞
法
。
結
句
以
外
の
句
で
終
止
す
る
こ
と
。
強
調
の
効
果
が
あ
る
。

（
参
考
＝
二
句
切
れ
は
万
葉
集
に
多
用
さ
れ
力
強
い
印
象
を
与
え
る

）
。

「

〈

〉

」

※
後
拾
遺
集

月
見
て
は

た
れ
も
心
ぞ

慰
ま
ぬ

３
句
切
れ

姨
捨
山
の

ふ
も
と
な
ら
ね
ど

【

】

進
行
表

（
０
）
道
具
準
備
確
認
（
教
科
書
・
辞
書

。
本
時
の
目
標
「
助
動
詞
の
正
確
な
理
解
を
通
し
て
登
場
人

）

物
の
心
情
を
正
確
に
把
握
す
る

」
。

（
１
）
作
品
名
・
作
者
名
板
書

①
作
者
未
詳
っ
て
何
だ
っ
け
。

②
う
ば
す
て
山
じ
ゃ
な
い
？
（
挙
手
さ
せ
る
）

（
２
）
範
読

①
番
号
付
け
さ
せ
る

（
３
）
追
い
読
み

①
男
女
別
（
奇
数
女
子
、
偶
数
男
子
）

（
４
）
語
句
板
書

①
該
当
箇
所
を
指
示
し
前
後
解
釈
し
な
が
ら

（
５
）
修
辞
法
板
書

①
俳
句
の
切
れ
字
に
相
当
。

②
ジ
ャ
ン
ル
名
〈
歌
物
語

「
伊
勢
物
語
」
は
謎
解
き･

歌
の
背
景
説

〉

明
。
今
回
は
和
歌
で
「
姨
捨
て
山
」
が
「
慰
め
が
た
し
」
の
引
き

合
い
に
さ
れ
る
由
来
。

（
６
）
ｐ
４
１
「
文
法
の
要
点
」

（
７
）
ｐ
３
９
（
９
行
目

「
な
り
ぬ

、
ｐ
４
０
（
３
行
目

「
つ
れ
ど

、
和
歌
「
か
ね
つ
」

）

」

）

」

の
違
い
を
確
認
さ
せ
る
。

（
８
）
ｐ
３
９
（
１
０
行
目

「
す
な
る
」
な
ぜ
伝
聞
の
「
な
り
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

）

（
９
）
後
半
⑩
か
ら
一
斉
読
み
。

※
ま
と
め
（
助
動
詞
の
正
確
な
理
解
を
通
し
て
心
情
把
握

・
次
時
の
予
告
（
口
語
訳
と
ワ
ー
ク
持
参
）

）


